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事 務 事 業 の 概 要

１ 概 況

（１）沿 革

昭和 36年３月 27 日 少年海の家設置議決（県議会）

昭和 36年７月 27日 小川港拡張工事に伴い、旧海洋館跡の建設予定地を変更し、現在の北西側

に決定

昭和 37年１月 11日 本館建設着工（６月 30日完成）

昭和 37年６月 30日 落成式及び開所式

昭和 40年６月 ２日 第一研修室完成

昭和 42年４月 １日 「かい」の指定

昭和 43年７月 20日 プール完成

昭和 44年３月 31日 所長室、事務室拡張工事完成

昭和 46年３月 10日 祐心館完成

昭和 60年７月 29日 新館建設着工

昭和 61年６月 30日 新館完成

昭和 61年８月 ２日 新館落成記念式

昭和 62年３月 25日 艇庫完成

平成 ８年３月 28日 ハートビル法関連工事

平成 15年７月 20日 プール老朽化のため休止

平成 18年３月 １日 外壁・屋根改修

平成 18年３月 31日 プール解体撤去

平成 19年３月 23日 空調設備改修工事完成

平成 22年３月 26日 浴室及び屋根改修工事完成

平成 27年１月 28日 ３階宿泊室二段ベッド上段撤去工事完成

令和 ５年３月 20日 旅館業（簡易宿所営業）許可

（２）組織図

（その他会計年度任用職員等） 職員数計 ８人

職 名 人 数

会計年度任用職員 20人

班 長 １人

教育主査 ３人

教育主任 １人

事業班

・企画、指導

・受入れ、広報

・団体育成

総務担当

・経理、会計

・庶務、管財

所長補佐

主 任 １人

所 長

-1-



２ 基本方針

焼津青少年の家は、駿河湾を一望する雄大な自然の中に位置する。この恵まれた環境を生かし青

少年団体の学校外活動や小中学校の教育課程に位置付けられた集団宿泊学習などの体験をとおして

豊かな感性と社会性を育み、青少年の健全育成の推進を図る。また、生涯学習社会のニーズに対応

し、地域と連携し、生涯学習の推進に努める。

３ 教育目標

心豊かなたくましい青少年を育成するとともに、生涯学習の推進を図る。

(1) 集団宿泊活動、交流活動をとおして規律ある生活を営み、互いに思いやる態度を養う。

(2) 自然体験活動をとおして豊かな感性を育み、自主性とやりぬく力を養う。

(3) 生涯学習の一翼を担い、自己啓発を図り生きる力を養う。

４ 監査対象期間の年度別重点取組

(1) 令和６年度の重点目標への取組と評価及び課題

重点取組

（ ）は成果目標
内 容

利用者数及び利用

団体数の増加を目

指す。

（延べ利用者

26,000 人）

（利用団体数

180 団体）

取

組

県の広報広聴課やの市町の広報のほか、近隣市町の教育委員会や自治会等

へ依頼しできる限りの方法で事業の周知に努めた。

また、Instagram や Facebook 等のＳＮＳを活用し、本所の主催事の告知、

活動の様子を頻繁に配信した。

評

価

・

課

題

様々な方法で広報を積極的に行ったことにより、企業研修や一般団体の利

用も増えており、1月には目標としていた26,000人を超えることができた。

夏季は日によっては予約を断る事がある程の利用があるが、冬季の利用は

少なく、この時期の利用者をどのように増やしていくかが課題

団体の利用満足度

を高める。

（利用満足度平

均 95％以上）

取

組

利用者アンケートを配布し、満足度を調査している。

学校団体には、帰所時ではなく一度学校に戻ってから、引率した職員全体

で活動を振り返り記載してもらうようにしている。

評

価

・

課

題

利用者アンケートでは、満足できない部分を詳しく聞き取り、すぐに対応

できるものについては来月の利用団体へ活かしていくよう、所員間で共通

理解を図った。また、食堂業務や清掃管理委託業者に利用者アンケートを

供覧し、利用者の声を共有するとともに、定期的な意見交換を行い、利用

満足度の向上に努めた。

目標である利用満足度 95％以上を達成している。

施設、活動エリア、

用器具等の安全点

検や安全確保のた

めの訓練実施な

ど、体験活動実施

上の安全対策を徹

取

組

定期的に所内会議などで定期的に危機管理マニュアルを全員で確認し、内

容を共通理解した。

施設、活動エリア、資機材等の安全点検を定期的に実施した。

海洋活動終了後のミーティングで、海洋指導員と当日の振り返りを確実に

行った。

海洋活動に関わる全体訓練を８回計画し７回実施した。
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ア 利用者の評価

令和６年度（令和７年２月 28日現在） （％）

イ 年度別・月別利用者数実績

令和７年２月 28日現在 （人）

ウ 団体別利用実績

令和６年度（令和７年２月 28日現在） （人）

底する。

(利用者の活動中

の事故発生なし)

評

価

・

課

題

天候の影響で海上における消防署との合同訓練はできなかったが、図上訓

練のプレ訓練にも消防に参加してもらいアドバイスを受ける等連携するこ

とができた。

海洋活動では、「安全は全てに優先する」をモットーに大きな事故がなく

無事に活動ができた。

人事異動で職員が入れ替わっても水難救助や操船技術を維持・向上してい

くためには訓練を継続的に実施する必要がある。

区 分 満 足 おおむね満足 やや不満 不 満 満足度

生活の仕方 82.9 15.0 2.1 0.0 97.9

施設・設備 66.0 26.4 6.9 0.7 92.4

食 事 65.2 25.4 7.2 2.2 90.6

指導・対応 93.1 5.5 0.7 0.7 98.6

本所全般 77.8 21.5 0.0 0.7 99.3

年

度
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

30 2,984 3,218 4,126 4,065 3,683 3,485 2,184 3,917 1,459 244 1,073 1,694 32,132

元 3,014 3,723 4,511 5,634 3,412 4,446 2,235 4,858 1,189 666 1,123 555 35,366

２ 439 36 270 809 743 3,665 3,828 1,687 627 345 385 949 13,783

３ 869 2,046 3,194 3,166 458 157 3,112 1,597 1,511 264 55 188 16,617

４ 885 2,637 4,042 3,097 1,837 3,145 2,478 1,058 843 235 429 617 21,303

５ 953 2,740 3,205 3,439 1,673 4,202 3,618 2,630 851 182 511 1,403 25,407

６ 995 3,830 3,872 4,687 1,348 2,856 2,975 4,041 1,197 294 819 26,914

年度
勤労

青少年
大学 高校 中学校 小学校 幼稚園

少年

団体
指導者 成人等 合計

延人数 501 246 659 2,767 11,315 88 4,271 571 6,496 26,914

団体数 9 4 5 17 79 1 38 17 110 280

人数比率% 1.83 0.90 2.41 10.11 41.35 0.32 15.90 2.09 25.09 100.00
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（2）令和７年度の取組目標・達成方法・成果目標

５ 職員関係

（1）健康管理

定期健康診断の確実な受診により、疾病の早期発見と健康保持に努めている。

利用者の受入れが多い時期には、屋外活動指導、夜間指導等職員の業務量も増大するため、職

員の健康管理には特段の注意を払っている。特に、宿直者を屋外活動業務の主担当から外すなど

健康管理には配慮している。

（2）研修

社会教育施設職員としての専門性と指導力を向上させるため、以下の職員研修等を行う。

ア 新任事業班職員には、海洋活動における救助艇操船のための小型船舶操縦免許取得、カヌー

移動のための小型移動式クレーン運転技能講習及び玉掛け技能講習の受講を義務付ける。

イ 事業班研修会を定期的に開催し、団体の活動や主催事業における課題の洗い出し、安全体制

等の検証を行い、その解決と共通理解に努める。

ウ 県内の青少年教育施設で組織する研修会に積極的に参加し、施設の管理・運営や指導方法、

安全体制などについて知識・技能の取得に努める。

取組目標 達成方法 成果目標

＜利用促進＞

利用者数及び利用

団体数の増加を目

指す。

利用しやすい施設の維持、利用団体の活動目標の達成に資

するプログラム及びサービスの提供、積極的な主催事業と

戦略的な広報活動の実施

延べ利用者数

29,000 人

利用団体総数

310 団体

主催事業の効果的な実施、運営により、利用促進につなげ

る。

ＳＮＳ発信を積極的に行い、利用促進へつなげる。

＜ニーズへの対応＞

団体の利用満足度

を高める。

利用団体の活動のねらいを十分に把握し、ねらい達成に向

けた適切な指導や助言を行う。

利用満足度

平均 95 ％以上

活動プログラムを多様で魅力ある内容に改善したり、利用

団体のねらいにあったものを提供したりする。

利用者アンケートを検証するとともに食堂や清掃委託業者

とも利用者のニーズを共有し、連携を図ることで満足度を

高める。

＜安全確保＞

施設、活動エリア、

用器具等の安全点

検や安全確保のた

めの訓練実施な

ど、体験活動実施

上の安全対策を徹

底する。

消防や三ケ日青年の家と連携して訓練を実施することで、

海洋活動訓練の質を高める。また、引き続き個人訓練も実

施し、対応能力の向上を図る。

利用者の活動中の

事故発生０件

利用団体指導者に利用の手引きや海洋活動・屋外活動に関

する安全体制の内容を指導者研修会及び事前打ち合わせに

おいて周知徹底する。

施設、設備の維持管理について、利用者にとって快適かつ

安心・安全を最優先に、計画的、効率的な予算執行を行う。
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エ 本所の運営、安全体制を客観的に判断し、また参考とするため、職員が県内の青少年施設へ

出向き、意見交換、他所事例の情報収集などを定期的に実施し、あわせて受入れ・活動等を体

験・研修をする。また、合同救助訓練は、他所からの参加を得るなどの連携を行う。

オ 問題があった場合には、その日に原因と対策について検討を行い、具体的な対応の精度を高

めるとともに様々な状況を想定した訓練も随時行う。

カ 避難訓練や海洋、屋外活動中の非常事態のシミュレーションと対応訓練を行い、外部機関と

の連携も含めた訓練を計画、実施する。

キ 社会教育主事講習の受講を促し、社会教育士取得者の増加を目指す。（令和５年度、令和６

年度各１人取得）

６ 事業

(1) 宿泊研修受入れ事業

ア 受入れ対象

青少年の健全育成、生涯学習の推進を図るため、本所の教育目標に沿った活動をする者及び

社会教育活動を行うために利用する５人以上の利用団体とする。

イ 事前研修

利用団体は、集団宿泊指導者研修会に参加するとともに、所員との事前打合せや実地踏査を

とおして計画を作成する。また、海洋活動を計画する利用団体には、海洋活動研修会に必ず参

加することを、屋外活動を計画する利用団体には、活動エリアの下見を必ず行うことを指導す

る。

ウ 研修（活動）プログラム

令和６年度 海洋活動実績

利用団体の（ ）は内天候不良で中止になった団体。

研修活動 講義、講話、話合い等

海洋活動 カヌー漕艇

屋外活動 サイクリング、大漁ハイク、ウォークラリー、宝探し、チャレンジラリー、

海釣り、キャンプファイヤー、マレットゴルフ、フリスビーゴルフ、ターゲ

ットバードゴルフ、グラウンドゴルフ、ゲートボール、ペタンク、タグラグ

ビー、ドッジボール、ドッヂビー、長縄跳び、フリスビーストラックアウト

創作活動

黒はんぺん、七宝焼、ロープなべしき、ロープストラップ、ひも人形、切り

絵、プラバン、紙フリスビー、石のデザイン、松ぼっくりフィッシュ、ビー

ズアート

屋内活動
レクリエーション、キャンドルファイヤー、屋内軽スポーツ、茶華道、楽器

演奏等

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 合計

乗船者数(人） 93 1,150 1,627 1,303 146 1,227 1,068 6,614

利用団体(団体） 4 18(2) 18(1) 18 7(3) 16 13(1) 94(7)
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（2）主催事業

ア 令和６年度

(ｱ) 参加体験活動事業

a チャレンジスクール 2024 夏 ～太陽と語る夏～

ｂ 焼津わくわくワンデイキャンプ

ｃ チャレンジスクール 2024 冬～明日に向かって歩こう～

目 的 実施時期等 事 業 内 容 成果と課題

海や山と関わる様々な活

動をとおして、自然への親

しみや畏敬の念を育むとと

もに、自立心、協調性、責

任感をもった心身ともに

健全な少年少女の育成を

図る。

プレスクール

７月21日

小学５・６年生及び

中学１年 62人

保護者 65人

スタッフ紹介

仲間作り・係会議

保護者への安全体

制説明、施設見学

南海トラフ地震臨時

情報発表が初めての

ことだったので中止

としたが、注意情報

であれば可能な限り

活動を継続した方が

よかった。注意情報

と警戒情報のそれぞ

れ場合に対応するマ

ニュアルに改正した。

夏休みの開催であり

熱中症対策が課題

メインスクール

８月８日～９日

（計画８日～12日）

小学５・６年生及び

中学１年 61人

オリエンテーション

海洋活動（カヌー漕

艇）

２泊目以降は南海

トラフ地震臨時情

報発表により中止

目 的 実施時期等 事 業 内 容 成果と課題

本所のプログラム活動を

とおして、焼津への理解

を深めたり、自然の雄大

さを肌で感じたりすると

ともに、自立心、協調性

を育み、心身ともに健全

な少年少女の育成を図る。

８月25日

小学４～６年生

29人

黒はんぺんづくり

海洋活動

本所の２大人気のプ

ログラムを１日で体

験できるということ

で大変好評だった。

夏休み終盤は、参加

者が応募しにくいた

め日程を考慮する必

要がある。

目 的 実施時期等 事 業 内 容 成果と課題

・厳しい寒さの中で屋外活

動に取り組むことを通して

、心身共にたくましく成長

する。

・餅つきや和凧づくりの体

験を通して、日本の伝統的

な文化に触れる。

・集団生活を通して、新し

い友達をたくさんつくる。

12月26日～27日

小学４～６年生及び

中学１年生 52人

早朝ハイキング

（日の出鑑賞）

餅つき、和凧作り、

レクリエーション

定員より少ない応募

であったが、少人数

で活動することによ

りスムーズな運営が

でき参加者の満足度

も高かった。

早朝ハイクは大学生

ボランティアの協力

が不可欠でありスタ

ッフ確保が課題
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(ｲ) ふれあい事業

ａ エンジョイ家族 ～未来に向かってこぎだそう～

ｂ 手作りハロウィン

ｃ 焼津青少年の家まつり ～フェスタ石津浜～

ｄ クリスマスリースを作ろう！

目 的 実施時期等 事 業 内 容 成果と課題

家族と一緒にカヌー漕艇

や海釣りなどの自然体験

を行い、他家族と交流しな

がら過ごすことで、家族の

つながりを深める。

６月１日～２日

19家族63人

海洋活動

海釣り体験

定員の３倍に近い応募

があり人気の高い事業

で参加者の満足度も高

かった。

未就学児も多く、プロ

グラムに参加できない

場合があった。募集や

抽選基準を見直す必要

がある。

目 的 実施時期等 事 業 内 容 成果と課題

家族や仲間と一緒に手作

りでハロウィンランタン

を作成し、体験活動を通し

て家族のつながりを深める

。

10月27日

午前 ８家族25人

午後 10家族31人

計56人

カボチャのランタン

作り

小さな子供がいる家族

でも楽しむことができ

るイベントとして好評

だった。

ランタン用のカボチャ

の確保・保存方法が課

題

目 的 実施時期等 事 業 内 容 成果と課題

地域の関係機関・団体との

協力のもと「みんなが集う

焼津青少年の家」づくりを

目指し、来場者に様々な体

験を提供する。

11月17日

来場者 2,370人

協力者 285人

計 2,655人

ステージ発表・演奏

プログラム体験

販売（実習品等）

軽スポーツ等

多くの来場者があり、

どのブースでも来場者

の満足度は高かった。

来場者のための駐車場

の確保が課題

目 的 実施時期等 事 業 内 容 成果と課題

家族や仲間と一緒に、身近

な材料を使ったオリジナル

の手作りクリスマスリース

を作成する活動を通して、

創作の楽しさを感じ、家族

や仲間とのつながりを深め

る。

11月30日

午前 ５組17人

午後 ７組25人

計 42人

紙ひもを使ったク

リスマスリースづ

くり

親子の参加が多い中、

年配女性３人組の参加

もあった。子供だけで

なく大人にも楽しいイ

ベントとなった。

家族だけでなく、友達

同士、仲間同士の参加

も推進したい。
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e にこにこ家族 ～手作りで迎えるお正月～

(ｳ) 指導者養成事業

ａ 集団宿泊指導者研修会

ｂ 青少年野外教育スタッフ養成事業 ～ヤングリーダーin焼津～

目 的 実施時期等 事 業 内 容 成果と課題

青少年教育施設を利用す

る研修における各校のねら

いを明確化し、ねらいに適

した活動プログラムのプラ

ンニングについて理解を深

める。また、本所の安全体

制や機能について理解を深

める。

学校団体指導者

４月 16日

55 団体 57人

６月 18日

43 団体 47人

計 104 人

本所の利用の仕方

研修のねらいについて

活動プログラム紹介及

び安全体制について

利用団体指導者の情報

交換会

海洋活動研修

野外活動研修

施設下見

今回から利用説明は

事前に動画配信とし

て要点のみの説明と

し、研修のねらいや

プランニング、体験

活動を重点に研修を

行ったため参加者の

満足度は高かった。

多忙な教員には動画

配信だけではなく紙

媒体の資料も必要で

あった。

目 的 実施時期等 事業内容 成果と課題

「チャレンジスクール

2024 夏」を始め、焼津

青少年の家主催の諸事

業に参加することを通

して、野外教育指導者

として必要な知識･技能

を習得し、青少年の健

全育成に寄与する人材

を育成する。

第１回６月22日～23日

第２回７月21日

第３回８月８日～９日

（計画８日～12日）

第４回11月17日

第５回12月26日～27日

ほか、振替講座10日

研修生23人（大学生）

海洋活動研修

児童生徒指導実習

主催事業運営実習

主催事業運営実習

主催事業運営実習

南海トラフ地震臨時

情報発表により８月

の実習が中止となっ

たため振替講座が細

切れになった。研修

生には負担だったが

満足度は高かった。

主催事業の補助も兼

ねるので研修生なし

では事業運営が困難

である。研修生の確

保が課題

目 的 実施時期等 事 業 内 容 成果と課題

餅つきや凧作りの日本の伝

統的な文化にふれながら、

家族のつながりを深める。

12月７日～８日

11家族 35人

餅つき、和凧作り、

創作活動（ビーズアー

ト・松ぼっくりツリー）

参加者の満足度が非

常に高くリピーター

率が高い。

冬休み前のイベント

であり家族行事とし

て参加しにくいよう

であるため開催時期

の変更を検討する。
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海洋活動研修会

(ｴ) 生涯学習推進事業

ａ みんなでソーレ！ ～カヌーだよ！全員集合～

ｂ みんなで釣～れ！～焼津の海で初めての堤防釣り～

ｃ 親子で体験教室 ～大人も子どもも一緒に学ぼう、一緒にあそぼう～

目 的 実施時期等 事 業 内 容 成果と課題

海洋活動プログラムを

団体指導者が実際に体

験することを通して、プ

ログラムのねらいや価値

付け、安全体制や指導方

法を理解する。

第１回３月10日 ０人

第２回４月16日 52人

第３回５月19日 ９人

第４回６月18日 33人

第５回７月６日 ３人

計 97人

海洋活動実施団体

の指導者に対する

研修

カヌー漕艇体験及

び安全体制、指導

者の役割の説明

参加により指導者の

安全意識が高まるた

め、利用者の安全のた

め、今後も悉皆として

いきたい。

目 的 実施時期等 事 業 内 容 成果と課題

カヌー漕艇を行うこと

で、海を身近に感じ、自

然の雄大さを肌で感じ

る。

第１回５月５日午前 45人

午前 40人

第２回９月15日 53人

第３回10月19日午前 17人

午後 14人

計 169 人

カヌー漕艇 大変人気のある事業

であり、参加者の満足

度は高い。

暑い時期に午前午後

の開催は、熱中症や職

員の体力面で配慮が

必要である。

目 的 実施時期等 事 業 内 容 成果と課題

海釣りを通して、海を

身近に感じ、自然の雄

大さを肌で感じる。

第１回９月29日 39人

第２回10月５日 38人

第３回10月13日 44人

計121人

海釣り ３回とも募集定員を

上回る人気の高い事

業である。利用者の

満足度は高く焼津ら

しい主催事業として

継続していく。

目 的 実施時期等 事 業 内 容 成果と課題

各市の社会教育課と共

催し、家庭教育学級登

録者や子どもへの学び

の場を提供する。

１月25日

焼津市 14家族 39人

藤枝市 10家族 30人

島田市 １家族 ２人

計 71人

交通安全教室（予

測トレーニング、

反射材づくり、交

通安全カルタ）、

たき火

「学び」と「遊び」

の両方が体験できて

よいと好評だった。

家庭教育のねらいで

ある親の学びを行う

には子供の託児が必

要である。
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ｄ 黒はんぺんを作ろう ～作ってなっとく、食べてまんぞく～

ｅ ふらっと焼青～くちびるんからの挑戦状！～

イ 令和７年度

(ｱ) 参加体験活動事業

(ｲ) ふれあい事業

目 的 実施時期等 事 業 内 容 成果と課題

焼津の名産品である黒

はんぺんを作ったり、味

わったりすることを通し

て、焼津の文化に触れ

る。

第１回２月２日 91人

第２回２月16日 93人

計184人

黒はんぺん作り 定員の４倍の申込があ

ったため急遽定員を増

やして実施した人気の

高い事業である。

焼津ならではの体験活

動として継続してい

く。

目 的 実施時期等 事 業 内 容 成果と課題

地域の方々が気軽に利

用できる日を設定し、

本所の活動周知ととも

に「地域に愛される焼

津青少年の家」づくり

目指す。

１月25日 ５組10人

２月16日 31組61人

計71人

館内宝探しを利用し

た謎解きプログラム

今年度新規事業とし

て近隣の港小学校に

広報した。キャラク

ターを設定すること

で子供に親しんでも

らうことができた。

次回は施設開放もで

きるようにしたい。

事 業 名 実 施 日 対象者・定員 内 容

エンジョイ家族 ６月７日

～６月８日

家族

19家族

カヌー漕艇

海釣り

レクリエーション 等

事 業 名 実 施 日 対象者・定員 内 容

チャレンジスクール夏 ７月 20日

プレスクール

８月８日～８月 12日

メインスクール

小学５・６年生及び

中学１年生

64人

カヌー漕艇

キャンプファイヤー

野外炊事 等

焼津わくわくワンデイ ８月 21日 小学４～６年生

40人

カヌー漕艇

黒はんぺんづくり

冬チャレ！ 12月26日

～12月27日

小学４～６年生

中学１年生

32人

ハイキング

チャレンジラリー

餅つき 等
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(ｳ) 指導者養成事業

(ｴ) 生涯学習推進事業

手作りハロウィン 10月25日 家族、グループ等

18組

カボチャのランタン作

り

焼津青少年の家まつり

～フェスタ石津浜～

11月16日 どなたでも

人数制限なし

創作プログラム体験

軽スポーツ体験

作品展示 等

クリスマスリースを作

ろう！

12月21日 家族、グループ等

12組

クリスマスリース作り

にこにこ家族 １月31日

～２月１日

家族

３歳以上

17家族

餅つき

節分イベント

創作活動

ふらっと焼青 ６月８日、１月 12日

２月１日

近隣の方どなたでも 館内宝探しを利用した

謎解きプログラムほか

事 業 名 実 施 日 対象者・参加者数 内 容

指導者研修会 ４月15日

６月17日

学校利用団体の指導者 体験活動の意義

情報交換会

活動プログラム体験

等

海洋活動研修会 ３月16日、４月15日、

５月10日、６月17日、

７月５日

(Ｒ８第１回3月15日）

海洋活動を希望する団

体の指導者

海洋活動の意義

海洋活動の安全体制

海洋活動体験と指導者

の役割等

青少年野外教育スタッ

フ養成事業

ヤングリーダー

７月19日～20日

８月８日～12日

大学生など

24人

野外教育の理論

社会教育施設の役割

活動プログラムの実習

活動・生活支援実習

事業運営支援実習 等

青少年野外教育スタッ

フ養成事業

ジュニアリーダー

７月19日

８月17日

８月21日

中学生・高校生

24人

リーダーとして小学生

への実技指導

海洋活動実習・講義

主催事業運営補助 等

事 業 名 実 施 日 対象者・定員 内 容

みんなでソーレ！ ５月６日 ２回

９月23日 ２回

３歳以上

各回55人

カヌー漕艇

みんなで釣～れ！ ９月27日

10月５日

小学生以上

各回40人

初心者対象の海釣り

親子で体験教室 １月24日 焼津市家庭教育学級

藤枝市家庭教育学級

島田市家庭教育学級

30組程度

交通安全教室

たき火
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７ 防災対策

緊急時における利用者の安全確保を第一に考え、迅速に的確な対応が取れるよう「焼津青少年の

家危機管理マニュアル」を作成している。また、マニュアルに定めた行動を取るために、自主防災

訓練を年３回以上実施し、常に職員の防災意識の高揚、対応力の向上を図るとともに、利用者には

火災や地震発生時における避難の心得、避難経路、避難先、消火器、非常口の位置などについてオ

リエンテーション時に説明を行い、夜間の防災体制への協力を呼び掛けている。

なお、南海トラフ地震に関連する臨時情報（調査中）が発表された場合は、利用者の活動を全て

中止し屋外で活動している場合は所に戻り待機する。その後は気象庁等から発表される各種情報を

勘案し、団体指導者と相談のうえ判断することとする。利用者が帰宅できない場合に備え、宿泊定

員３日分の食糧、水の備蓄を行っている。

防災訓練

８ 安全対策

海洋活動を実施する上で、定期的にカヌーの操船や曳航、落水事故、衝突、転覆等の事故に対応す

るための訓練を行っている。年に１回は地元消防署と合同で訓練を実施し、対応や手順のアドバイス

を受けている。また、不慮の事故や急病による心肺停止等緊急時の対応として、会計年度任用職員を

黒はんぺんを作ろう ２月７日

２月11日

家族、グループ等

３歳以上

各回30組

黒はんぺん作り

令和６年度 令和７年度（予定）

実施日 訓 練 内 容 実施(予定)日 訓 練 内 容

４月26日
夜間火災発生対応訓練

通報訓練、誘導訓練、消火訓練
４月17日

夜間火災発生対応訓練

通報訓練、誘導訓練、消火訓練

５月17日
地震対応訓練

情報収集、避難誘導対応訓練
５月

地震対応訓練

情報収集、避難誘導対応訓練

７月21日 地震津波対応訓練(避難誘導) ７月 地震津波対応訓練(避難誘導)

11月12日

火災避難訓練

通報訓練、誘導訓練、消火訓練

（水消火器による訓練）

11月 火災避難訓練・通報訓練

２月４日

避難誘導訓練

(担架使用による避難） １月

地震に関する初動訓練

（図上訓練）

３月２日

津波避難訓練（自治会に協力）

３月

津波避難訓練
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含むすべての職員がＡＥＤを活用できるよう普通救命講習を受講している。

海洋活動や屋外活動活動についての安全体制マニュアルは、随時内容の検討・見直しを行っている。

水難救助訓練

令和６年度 令和７年度（予定）

実施日 訓 練 内 容 実施日 訓 練 内 容

４月９日、

10日、11日
曳航訓練、緊急連絡訓練

４月８日、

９日、10日
曳航訓練、緊急連絡訓練

４月 18日、

19日
プールにて基本泳法、救助訓練

４月 22日、

23 日
プールにて基本泳法、救助訓練

４月 24日 普通救命講習 ４月 30日 普通救命講習

７月 20日
消防署との合同訓練（プレ）

（図上訓練）
７月

水消防署との合同訓練（プレ）

（図上訓練）

８月６日 水難救助訓練（港内） ８月 水難救助訓練（港内）

８月 30日
消防との合同救助訓練（港内）

（天候不良により中止）
８月 消防署との合同救助訓練

９月３日 プールにて基本泳法、救助訓練 ９月 プールにて基本泳法、救助訓練

２月 26日 プールにて基本泳法、救助訓練 ２月 プールにて基本泳法、救助訓練

３月６日、

７日、11日
曳航訓練、緊急連絡訓練 ３月 曳航訓練、救助連絡訓練
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事業の根拠法令調

事 業 名 根 拠 法 令

静岡県立焼津青少年の家

設置事業

社会教育法（第３条、第６条）

地方教育行政の組織及び運営に関する法律

（第30条、第31条第２項）

静岡県立青年の家等の設置、管理及び使用料に関する条例

静岡県立青年の家等の設置、管理及び使用料に関する規則

旅館業法（第３条第１項）
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職 員 配 置 調

（令和７年４月１日現在）

区 分 総務担当 事業班 計

所在地 ― ― ―

担当区域 ― ― ―

配

置

職

員

職員(事) ３ ０ ３

職員(教) ０ ５ ５

暫定再任用職員（事） ０ ０ ０

暫定再任用職員（教） ０ ０ ０

定年前再任用短時間

勤務職員（事）
０ ０ ０

定年前再任用短時間

勤務職員（教）
０ ０ ０

計 ３ ５ ８

会計年度任用職員 １ 19 20

臨時的任用職員 ０ ０ ０

計 １ 19 20

合計 ４ 24 28
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令和４年度 令和５年度 左のうち、令和

３年度からの

繰 越 額 分

　 一　般 教育費 教育委員会費 教育管理費 924,000 

(12) 一　般 教育費 社会教育費 青少年の家費 33,760,840 

  委 託 料

計 39,973,815 34,684,840 0 

(14) 一般 教育費 教育委員会費 教育管理費 1,573,000 

　工　　事

  請 負 費

計 6,028,000 1,573,000 0 

(16)

　公有財産

  購 入 費

計 0 0 0 

(17) 一　般 教育費 社会教育費 青少年の家費 0 

　備　　品

　購 入 費

計 808,830 0 0 

(18) 一　般 教育費 社会教育費 青少年の家費 318,800 

　負担金、

　補助及び 　 　 　 　

　交付金

計 310,200 318,800 0 

(21)

補償、補填

及び賠償金 　 　 　 　

計 0 0 0 

委託料等歳出予算執行状況節別集計表

　執　行　済　額（円）

節　　名 会　計 款 項 目
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うち、令和５

年 度 か ら の

繰 越 額 分

一　般 教育費 教育委員会費 教育管理費 0 

(12) 一　般 教育費 社会教育費 青少年の家費 34,500,990 

  委 託 料

計 34,500,990 0 

(14) 一般 教育費 教育委員会費 教育管理費 2,376,000 

　工　　事

  請 負 費 　 　 　 　 　

計 2,376,000 0 

(16)

　公有財産

  購 入 費 　 　 　 　 　

計 0 0 

(17) 0 

　備　　品

　購 入 費 　 　 　 　 　

計 0 0 

(18) 一　般 教育費 社会教育費 青少年の家費 164,400 0 

　負担金、

　補助金及 　 　 　 　 　

　び交付金

計 164,400 0 

(21)

補償、補填

及び賠償金 　 　 　 　 　

計 0 0 

   委託料等歳出予算執行状況節別集計表

　              (令和７年２月28日現在)

節　　名 会　計 款 項 目

　執　行　済　額（円）
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当初額 変更増減額 計

円 円 円 円 円

(526,800) 

5. 5. 31 11,000 

5. 6. 30 11,000 

5. 7. 31 11,000 

5. 8. 31 11,000 

5. 9. 29 11,000 

5. 10. 31 11,000 

5. 11. 30 11,000 

5. 12. 27 11,000 

6. 1. 31 11,000 

6. 2. 29 11,000 

6. 3. 29 11,000 

6. 4. 26 11,000 

132,000 

5. 5. 31 88,000 

5. 6. 30 88,000 

5. 7. 31 88,000 

5. 8. 31 88,000 

5. 9. 29 88,000 

5. 10. 31 88,000 

5. 11. 30 88,000 

5. 12. 27 88,000 

6. 1. 31 88,000 

6. 2. 29 88,000 

6. 3. 29 88,000 

6. 4. 26 88,000 

1,056,000 

5. 5. 31 36,080 

5. 6. 30 32,780 

5. 7. 31 32,780 

5. 8. 31 36,080 

5. 9. 29 32,780 

5. 10. 31 39,380 

5. 11. 30 36,080 

5. 12. 27 32,780 

6. 1. 31 32,780 

6. 2. 29 36,080 

6. 3. 29 32,780 

6. 4. 26 39,380 

419,760 

5. 5. 31 11,000 

5. 6. 30 11,000 

5. 7. 31 11,000 

5. 8. 31 148,500 

5. 9. 29 11,000 

5. 10. 31 11,000 

5. 11. 30 11,000 

5. 12. 27 148,500 

6. 1. 31 11,000 

6. 2. 29 11,000 

6. 3. 29 11,000 

6. 4. 26 11,000 

407,000 

5. 5. 31 646,250 

5. 6. 30 646,250 

5. 7. 31 943,250 

5. 8. 31 789,250 

5. 9. 29 646,250 

5. 10. 31 646,250 

5. 11. 30 646,250 

5. 12. 27 572,000 

6. 1. 31 385,000 

6. 2. 29 495,000 

6. 3. 29 528,000 

6. 4. 26 646,250 

7,590,000 

委　託　料　に　関　す　る　調
      （令和5年度）

契約金額

小計

小計

小計

小計

小計

整理
番号

委　託　業　務　名 受　　託　　者
当　　　初
設計金額

契約
締結
方法

契約期間
支 　　　出 　　　　　　
年　月　日

金額 委託業務の内容 摘　　　要

1 機械警備業務委託 セコム（株） 658,800 658,800 0 658,800 随契
31.4.1
    ～6.3.31

庁舎警備
随契１号
（少額）
元　長期

2
エレベーター保守点
検業務委託

日本オーチス・エ
レベーター（株）
静岡支店

1,056,000 1,056,000 0 1,056,000 随契
5.4.1
    ～6.3.31

本館エレベーター
保守点検

随契2号
（不適）

3
浄化槽保守点検業
務委託

ニッケン消毒
（株）

479,600 419,760 0 419,760 随契
5.4.1
    ～6.3.31

浄化槽保守点検
随契１号
（少額）

4 防鼠防虫業務委託
(株)城南メンテナ
ンス

407,000 407,000 0 407,000 随契
5.4.1
    ～6.3.31

害虫駆除
随契１号
（少額）

5 清掃管理業務委託
（有）ティーティー
シー

8,250,451 7,590,000 0 7,590,000 一般
5.4.1
    ～6.3.31

庁舎清掃
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当初額 変更増減額 計

円 円 円 円 円

5. 7. 28 19,800 

5.4.1 5. 9. 29 19,800 

6. 1. 31 19,800 

～6.3.31 6. 3. 29 19,800 

79,200 

5. 10. 31 159,720 

6. 4. 26 159,720 

319,440 

5. 11. 30 147,400 

6. 4. 26 169,400 

316,800 

5. 10. 31 121,550 

6. 4. 12 55,550 

177,100 

5. 7. 31 33,000 

6. 2. 29 33,000 

66,000 

5.4.1

～6.3.31

日本電技(株) 5.4.1

静岡支店 ～6.3.31

5. 5. 31 1,264,450 

5. 6. 30 2,283,600 

5. 7. 31 2,582,350 

5. 8. 31 2,595,600 

5. 9. 29 1,925,240 

概算 5. 10. 31 2,967,120 

23,760,200 0 23,760,200 5. 11. 30 2,544,320 

5. 12. 27 1,301,880 

6. 1. 31 1,397,950 

6. 2. 29 995,240 

6. 3. 29 1,203,770 

6. 4. 26 1,458,820 

22,520,340 

6.2.21

～6.3.31

6.2.20

～6.3.29

5.9.28

～5.12.22

6.3.5

～6.3.31

契約金額

小計

小計

小計

小計

小計

小計

整理
番号

委　託　業　務　名 受　　託　　者
当　　　初
設計金額

契約
締結
方法

契約期間
支 　　　出 　　　　　　
年　月　日

金額 委託業務の内容 摘　　　要

6
飲料水滅菌装置保
守点検業務委託

大学産業（株） 79,200 79,200 0 79,200 随契
飲料水滅菌装置
保守点検

随契１号
（少額）

7
自家用電気工作物
保安管理業務委託

松下電気保安管
理事務所　松下

長司
363,000 319,440 0 319,440 随契

5.4.1
　　～6.3.31

自家用電気工作
物保守点検

随契１号
（少額）

8 消防用設備等保守 鈴与技研（株） 316,800 316,800 0 316,800 随契
5.4.1
　　～6.3.31

消防用設備等保
守点検

随契１号
（少額）

9
ガス設備保守点検
業務委託

東海ガス（株） 177,100 177,100 0 177,100 随契
5.4.1
　　～6.3.31

ガス設備保守点
検

随契１号
（少額）

10
自動ドア保守点検業
務委託

中日本オート・ド
ア（株）

66,000 66,000 0 66,000 随契
5.4.1
　　～6.3.31

自動ドア保守点検
随契１号
（少額）

11
排煙装置保守点検
業務委託

（有）中部テック 88,000 88,000 0 88,000 随契 5. 7. 31 88,000 
排煙装置保守点
検

随契１号
（少額）

12
風向風速計点検業
務委託

308,000 275,000 0 275,000 随契 6. 1. 31 275,000 風向風速計点検
随契１号
（少額）

14 樹木管理業務委託 原田造園(株) 235,000 235,000 0 235,000 随契 6. 3. 29 235,000 樹木管理
随契１号
（少額）

15
産業廃棄物収集・運
搬処分業務委託

(株)リサイクルク
リーン

79,200 79,200 0 79,200 随契 6. 4. 26 79,200 
産業廃棄物収集・
運搬処分業務

随契１号
（少額）

16
建築基準法第12条
に基づく定期点検業
務委託

（株）エー・アン
ド・エー総合設計

663,300 660,000 0 660,000 随契 5. 1. 31 660,000 
建築基準法第12
条定期点検

随契１号
（少額）

17
地下タンク清掃点検
委託

内田計器(株)静
岡出張所

264,000 264,000 0 264,000 一般 6. 4. 26 264,000 
地下タンクの清掃
及び破損個所の
点検

随契１号
（少額）

事務関係
計

17件 34,684,840 

13 食堂業務委託
（株）エムシー
フードサービス

23,779,007 随契
5.4.1
    ～6.3.31

施設利用者に対
する給食業務

随契２号
（不適）
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当初額 変更増減額 計

円 円 円 円 円

(376,200) 

6. 5. 31 10,450 

6. 6. 28 10,450 

6. 7. 31 10,450 

6. 8. 30 10,450 

6. 9. 30 10,450 

6. 10. 31 10,450 

6. 11. 29 10,450 

6. 12. 26 10,450 

7. 1. 31 10,450 

7. 2. 28 10,450 

104,500 

6. 5. 30 88,000 

6. 6. 28 88,000 

6. 7. 31 88,000 

6. 8. 30 88,000 

6. 9. 30 88,000 

6. 10. 30 88,000 

6. 11. 29 88,000 

6. 12. 26 88,000 

7. 1. 31 88,000 

7. 2. 28 88,000 

880,000 

6. 5. 31 36,080 

6. 6. 28 32,780 

6. 7. 31 32,780 

6. 8. 30 36,080 

6. 9. 30 39,380 

6. 10. 31 32,780 

6. 11. 29 36,080 

6. 12. 26 32,780 

7. 1. 31 32,780 

7. 2. 28 42,680 

354,200 

6. 5. 30 14,300 

6. 6. 28 14,300 

6. 7. 31 162,800 

6. 8. 30 14,300 

6. 9. 30 14,300 

6. 10. 30 14,300 

6. 11. 29 14,300 

6. 12. 26 162,800 

7. 1. 31 14,300 

7. 2. 28 14,300 

440,000 

6. 5. 31 660,000 

6. 6. 28 660,000 

6. 7. 31 1,034,000 

6. 8. 30 825,000 

6. 9. 30 660,000 

6. 10. 31 660,000 

6. 11. 29 660,000 

6. 12. 26 682,000 

7. 1. 31 440,000 

7. 2. 28 572,000 

6,853,000 

6. 7. 24 19,800 

6.4.1 6. 10. 17 19,800 

～7.3.31 6. 12. 26 19,800 

59,400 

6. 10. 31 174,900 

174,900 

6. 10. 31 154,000 

154,000 

6. 10. 30 129,800 

129,800 

委　託　料　に　関　す　る　調
      （令和６年度）

（令和７年2月28日現在）

契約金額

小計

小計

小計

小計

小計

小計

小計

小計

小計

整理
番号

委　託　業　務　名 受　　託　　者
当　　　初
設計金額

契約
締結
方法

契約期間
支 　　　出 　　　　　　
年　月　日

金額 委託業務の内容 摘　　　要

6
飲料水滅菌装置保
守点検業務委託

大学産業（株） 79,200 79,200 0 79,200 随契
飲料水滅菌装置
保守点検

随契１号
（少額）

7
自家用電気工作物
保安管理業務委託

松下電気保安管
理事務所　松下

長司
349,800 349,800 0 349,800 随契

6.4.1
　　～7.3.31

自家用電気工作
物保守点検

随契１号
（少額）

8 消防用設備等保守 鈴与技研（株） 341,000 341,000 0 341,000 随契
6.4.1
　　～7.3.31

消防用設備等保
守点検

随契１号
（少額）

9
ガス設備保守点検業
務委託

東海ガス（株） 191,400 191,400 0 191,400 随契
6.4.1
　　～7.3.31

ガス設備保守点検
随契１号
（少額）

1 機械警備業務委託 セコム（株） 950,400 376,200 0 376,200 随契
6.4.1
    ～9.3.31

庁舎警備
随契１号
（少額）
元　長期

2
エレベーター保守点
検業務委託

日本オーチス・エ
レベーター（株）
静岡支店

1,056,000 1,056,000 0 1,056,000 一般
6.4.1
    ～7.3.31

本館エレベーター
保守点検

3
浄化槽保守点検業
務委託

ニッケン消毒
（株）

479,600 419,760 0 419,760 随契
6.4.1
    ～7.3.31

浄化槽保守点検
随契１号
（少額）

4 防鼠防虫業務委託
(株)城南メンテナ
ンス

468,600 468,600 0 468,600 随契
6.4.1
    ～7.3.31

害虫駆除
随契１号
（少額）

5 清掃管理業務委託
（有）ティーティー
シー

9,350,000 8,118,000 0 8,118,000 一般
6.4.1
    ～7.3.31

庁舎清掃
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当初額 変更増減額 計

円 円 円 円 円

6. 8. 30 33,000 

7. 2. 21 33,000 

66,000 

6.4.1

～7.3.31

日本電技(株) 6.4.1

静岡支店 ～7.3.31

6. 5. 31 1,494,607 

6. 6. 28 3,161,017 

6. 7. 31 3,067,497 

6. 8. 30 3,624,707 

6. 9. 30 2,374,177 

6. 10. 31 2,731,607 

6. 11. 29 2,350,117 

6. 12. 26 1,650,737 

7. 1. 31 1,624,677 

7. 2. 28 1,138,977 

23,218,120 

6. 7 31 225,710 

6. 8. 30 497,000 

6. 9. 30 68,840 

6. 10. 31 641,070 

6. 11. 29 81,700 

1,514,320 

5.2.3

～7.3.28

6.10.3

～6.12.23

契約金額

小計

小計

小計

整理
番号

委　託　業　務　名 受　　託　　者
当　　　初
設計金額

契約
締結
方法

契約期間
支 　　　出 　　　　　　
年　月　日

金額 委託業務の内容 摘　　　要

10
自動ドア保守点検業
務委託

中日本オート・ド
ア（株）

88,000 66,000 0 66,000 随契
6.4.1
　　～7.3.31

自動ドア保守点検
随契１号
（少額）

11
排煙装置保守点検
業務委託

（有）中部テック 88,000 88,000 0 88,000 随契 6. 7. 26 88,000 
排煙装置保守点
検

随契１号
（少額）

12
風向風速計点検業
務委託

275,000 275,000 0 275,000 随契 6. 12. 26 275,000 風向風速計点検
随契１号
（少額）

14
樹木等管理業務委
託

原田造園（株） 1,842,500 1,782,000 0 1,782,000 指名
6.6.1
　　～7.3.31

樹木管理

15
産業廃棄物収集・運
搬処分業務委託

(株)リサイクルク
リーン

99,000 99,000 0 99,000 随契
産業廃棄物収集・
運搬処分業務

随契１号
（少額）

16
エア遊具体験業務

委託
（株）岩河 189,750 189,750 0 189,750 随契 6.11.17 6. 12. 26 189,750 

主催事業体験業
務

随契１号
（少額）

17
建築基準法第12条
に基づく定期点検業
務委託

（株）エー・アン
ド・エー総合設計

931,700 931,700 0 931,700 随契
建築基準法第12
条定期点検

随契１号
（少額）

事務関係
計

17件 34,500,990 

13 食堂業務委託
（株）エムシー
フードサービス

24,276,619 24,275,973 2,363,490 26,639,463 随契
6.4.1
    ～7.3.31

施設利用者に対
する給食業務

随契２号
（不適）
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　負　担　金　支　出　調
(令和５年度）

整理番号 負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額 支出年月日

2級小型船舶 (株)柿澤学園 見積書 救助艇操縦 円

操縦士国家試 174,000 5.5.22

験講習受講料

静岡県青少年 静岡県青少年 静岡県青少年 加盟施設の運営に

教育施設協議 教育施設協議 教育施設協議会 関する調査研究等 5,000 5.7.28

会会費 会 会則第９条

東海北陸地区 東海北陸地区 東海北陸地区青 加盟施設の運営に

青少年教育施 青少年教育施 少年教育施設協 関する研究協議等 5,000 5.8.21

設協議会費 設協議会 議会会則第10条

玉掛け技能講 キャタピラー教 開催要領 カヌーの陸揚・下船作業

習受講料 習所(株)静岡 移動クレーン操作 57,400 5.10.31

教習センター

小型移動式クレ キャタピラー教 開催要領 カヌーの陸揚・下船作業

ーン運転技能 習所(株)静岡 移動クレーン操作 77,400 5.12.8

講習受講料 教習センター

1

2

3

4

5

6

計 ６件 318,800 
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　負　担　金　支　出　調
(令和6年度）

(令和７年２月28日現在）

整理番号 負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額 支出年月日

2級小型船舶 (株)柿澤学園 見積書 救助艇操縦 円

操縦士国家試 87,000 6.5.22

験講習受講料

静岡県青少年 静岡県青少年 静岡県青少年 加盟施設の運営に

教育施設協議 教育施設協議 教育施設協議会 関する調査研究等 5,000 6.6.25

会会費 会 会則第９条

東海北陸地区 東海北陸地区 東海北陸地区青 加盟施設の運営に

青少年教育施 青少年教育施 少年教育施設協 関する研究協議等 5,000 6.10.29

設協議会費 設協議会 議会会則第10条

玉掛け技能講 キャタピラー教 開催要領 カヌーの陸揚・下船作業

習・小型クレーン 習所(株)静岡 移動クレーン操作 67,400 6.10.29

技能講習受講料 教習センター

静岡県青少年 静岡県青少年 開催要領 加盟施設の運営に 予定日

教育施設協議 教育施設協議 関する研修会 25,067 （7.3.5）

会　参加費 会

1

2

3

4

5

6

計  5件 189,467 

-23-



建 築 工

整理

番号

予算科目 工 事 名 工事箇所
当 初

設計金額

契 約 金

当 初 額 変更増減額

１ 教育管理費

令和５年度静岡

県立焼津青少年

の家事務室空調

機更新工事

焼津市石津

地内

円

1,265,000

円

1,210,000

円

0

２ 教育管理費

令和５年度静岡

県立焼津青少年

の家排煙窓網戸

設置工事

焼津市石津

地内

円

418,000

円

363,000

円

0

合計 ２件

円

1,683,000

円

1,573,000

円

0
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（令和５年度）

額 契約

締結

方法

受注者
着 手

完成(予定)

年月日

支出済額 工事概要

公有
財産
台帳

摘 要

計

円

1,210,000
随契

青島ポンプ工

業(株)

5.10.12

6.1.31

円

1,210,000

事務室空調機の更新
―

令達年月日

5.9.20

最終支払日

6.2.28

随契１号

（少額）

円

363,000
随契

(株)阿部工務

店
5.12.27

6.3.22

円

363,000

２階から４階までの

階段部排煙窓に網戸

を設置する

―

令達年月日

5.12.18

最終支払日

6.4．16

随契１号

（少額）

円

1,573,000

円

1,573,000

事 調
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建 築 工

整理

番号

予算科目 工 事 名 工事箇所
当 初

設計金額

契 約 金

当 初 額 変更増減額

１ 教育管理費

令和６年度静岡

県立焼津青少年

の家厨房天吊形

空調機更新工事

焼津市石津

地内

円

1,628,000

円

1,628,000

円

0

２ 教育管理費

令和６年度静岡

県立焼津青少年

の家厨房給湯器

更新工事

焼津市石津

地内

円

759,000

円

748,000

円

0

３
ふじのくにＤ

Ｘ推進事業費

令和６年度静岡

県立焼津青少年

の家ＬＡＮ設備

設置工事

焼津市石津

地内

円

1,837,000

円

1,837,000

円

0

合計 ３件

円

4,224,000

円

4,213,000

円

0
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（令和６年度）

（令和７年２月28日現在）

額 契約

締結

方法

受注者
着 手

完成(予定)

年月日

支出済額 工事概要

公有
財産
台帳

摘 要

計

円

1,628,000
随契

青島ポンプ工

業(株)

6.5.28

6.8.29

円

1,628,000

厨房天吊形空調機更

新工事
○

令達年月日

6.5.13

最終支払日

6.9.20

随契１号

（少額）

円

748,000
随契

東海ガス(株)
6.10.15

6.11.19

円

748,000
厨房給湯器の更新 ―

令達年月日

6.9.24

最終支払日

6.12.10

随契１号

（少額）

円

1,837,000
随契

(株)伝送シス

テム

7.1.21

7.3.28

円

―
ＬＡＮ設備の設置 ―

令達年月日

6.4.8

最終支払日

随契１号

（少額）

円

4,213,000

円

2,376,000

事 調
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区　分 摘 要

台　帳 数量又 台　帳 数量又 台　帳 数量又 台　帳
価  格 は面積 価　格 は面積 価　格 は面積 価　格

千円  　千円 千円

626,828 △ 37,022 589,806

㎡ ㎡

5,299.35 86,300 5,299.35 86,300

本 本

41 1,951 41 1,951

㎡ ㎡

2,428.24 2,428.24
6,256.24 6,256.24

工作物 46個 525 △ 525 46個 0

299 299

電話加入権 ５件 299 ５件 299

区　分 摘 要

台　帳 数量又 台　帳 数量又 台　帳 数量又 台　帳
価  格 は面積 価　格 は面積 価　格 は面積 価　格

千円  　千円  　千円 千円

589,806 13,313 0 603,119

㎡ ㎡

5,299.35 86,300 5,299.35 86,300

本 本

41 1,951 41 1,951

㎡ ㎡

2,428.24 2,428.24
6,256.24 6,256.24

工作物 46個 0 53個 13,313

299 299

電話加入権 ５件 299 ５件 299

公　有　財　産　調 
（令和５年度）

令和５年３月31日現在 増 減 令和６年３月31日現在

数量又
は面積

（令和６年度）
(令和７年２月28日現在）

令和６年３月31日現在 増 減 令和７年2月28日現在

数量又
は面積

 行政財産

 　千円

 土  地

立木竹　

建　物 538,052 △ 36,497 501,555

公有財産に
準ずるもの

 行政財産

 土  地

立木竹　

建　物 501,555 0 501,555

12 13,313 5

公有財産に
準ずるもの
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（令和７年2月28日現在）

　　地　　目 所　　有　　者　　又

区分 種別 所在地 は　　契　　約　　者 用　途

氏　          　　　名

㎡ 円 円

建物 焼津市石津 雑種地 6,122 免　　　除 27. ７.20 焼津市長 建物敷地

土地 敷地 官有無番地

～

７. ７.19 　

計 6,122  

借　地　借　家　等　調

（令和６年度）

借　　　料
整理
番号

数量又は
面      積

契約期間
台　帳 現況 単価 年    額

建物
敷地

1
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事務機器等の債務負担行為又は長期継続契約に係る調

   (令和６年度）

  (令和７年２月28日現在）

376,200 125,400 125,400 125,400

739,200 147,840 147,840 147,840 147,840 147,840

（契約額の年度別内訳）

区　分 事業名又は契約名 内　　　　　容 契約額

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

長期継続
契　　約

機械警備業務委託契約
所長室・事務室の機械警備

(契約日　令和６年４月１日)

電子複写機賃貸借契約
電子複写機の賃貸借1台

(契約日　令和３年４月１日)
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（令和7年２月28日現在）

　　地　　目 貸付又は 貸付又は使用
区分 　種　別 所在地 使用許可 許可を受けた

単価 年額 期　　　間   者の氏名
　 ㎡ 円

焼津市石津 本館 6．4. 1 （株）エムシー 飲料自動
1 建物 事務所建 2259-408 SRC造 ５階建 ２.00  12,330

～

　フードサービス 販売機

7. 3.31

　
焼津市石津 本館 6．4. 1 地域防災

2 建物 事務所建 2259-408 SRC造 ５階建 0.12 免除 免除

～

 焼津市長 無線局

11. 3.31

焼津市石津 2．4. 1 防災用
3 土地 土地 2259-408 0.49 免除 免除

～

 焼津市長 非常照明灯

7. 3.31

12,330 

行政財産貸付・使用許可調

貸付料又は
使　用　料

合計

整理
番号

数量
又は
面積

貸付･使用
許 可 目 的台帳 現況
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（令和7年２月28日現在）

 
円

01-13 食品食器洗浄機 研修生の食事提供用 平成23年3月 4,357,500

毎日使用(年間228日)

08-02 ボ ー ト モーターボート 研修生の研修用 平成31年3月 2,905,200

救助艇 4～10月に月20～25日使用

08-02 そ の 他 の 船 舶 モーターボート 研修生の研修用 平成20年3月 2,430,750

救助艇 4～10月に月20～25日使用

08-02 そ の 他 の 船 舶 その他の船舶 研修生の研修用 平成23年3月 2,409,750

救助艇 4～10月に月20～25日使用

03-03 その他の視覚用再生用機器 その他の視覚用再生機器 研修生の研修用 昭和61年7月 2,180,400

ミキシングシステム 月に２０～２５日使用(年間270日)

08-02 そ の 他 の 船 舶 その他の船舶 研修生の研修用 平成10年8月 2,139,375

サバニ型カヌー 4～10月に月20～25日使用

08-02 そ の 他 の 船 舶 その他の船舶 研修生の研修用 平成10年8月 2,139,375

サバニ型カヌー 4～10月に月20～25日使用

01-13 そ の 他 の 厨 房 器 具 食器消毒保管庫（片面 研修生の食事提供用 平成22年2月 1,459,500

扉） 毎日使用(年間228日)

01-14 エアコンディショナー エアコンディショナー 研修生の研修用 平成 3年7月 1,416,250

空冷ヒートポンプ式 夏期、冬期使用（年間80日）

01-14 エアコンディショナー エアコンディショナー 研修生の研修用 平成 3年7月 1,416,250

空冷ヒートポンプ式 夏期、冬期使用（年間80日）

08-02 カ ヌ ー カヌー 研修生の研修用 昭和61年7月 1,247,000

サバニ型 4～10月に月20～25日使用

08-02 カ ヌ ー カヌー 研修生の研修用 昭和61年7月 1,247,000

サバニ型 4～10月に月20～25日使用

08-02 カ ヌ ー カヌー 研修生の研修用 昭和61年7月 1,247,000

サバニ型 4～10月に月20～25日使用

08-02 カ ヌ ー カヌー 研修生の研修用 昭和61年7月 1,247,000

サバニ型 4～10月に月20～25日使用

08-02 カ ヌ ー カヌー 研修生の研修用 昭和61年7月 1,247,000

サバニ型 4～10月に月20～25日使用

08-02 カ ヌ ー カヌー 研修生の研修用 昭和61年7月 1,247,000

サバニ型 4～10月に月20～25日使用

02-02 放 送 装 置 ワイヤレスマイクシステム 研修生の研修用 平成 8年8月 1,184,500

月に２０～２５日使用(年間270日)

02-03 ビ デ オ 装 置 （ 単 体 ） ビデオ装置（単体） 研修生の研修用 平成10年7月 1,008,000

プロジェクター 月に２０～２５日使用(年間270日)

教材指示装置 研修生の研修用

月に２０～２５日使用(年間270日)

立体炊飯器 研修生の食事提供用

毎日使用(年間228日)

主　　　要　　　備　　　品　　　調

整理
番号

区　　　　　　　分
品　　名　・　規　　格 　　利　　用　　状　　況 購入年月 購入金額

大・中 小

1 食 品 食 器 洗 浄 機

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19 03-03 実 物 投 影 機 昭和61年7月 1,000,000

20 01-13 加 熱 器 具 令和元年９月 685,800
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　　職　　　　員　　　　調
（令和７年４月１日現在）

整理番号 職　名 氏　　　名 事務分担 住　所 勤務年数 摘　要

庶務会計

管  財

０年９月                            平均年数

1
所    長　　
（事）

外 山 新 也 □□□ □年□月

□□□□

2
所長補佐　
（事）

小 出 由 希 子 総  括 □□□ □年□月

□□□□

3 事業班長 近 藤 聖 広 指  導 □□□ □年□月

□□□□

4 教育主査 髙 須 周 心 指  導 □□□ □年□月

□□□□

5 教育主査 大 塚 浩 章 指  導 □□□ □年□月

□□□□

6 教育主査 三 浦 剛 指  導 □□□ □年□月

□□□□

7 教育主任 佐 野 成 指  導 □□□ □年□月

□□□□

8
主　　任　　
（事）

平 口 泰 之 □□□ □年□月

□□□□
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整理番号 職　名 氏　　　名 事務分担 住　所 勤務年数 摘　要

1
会計年度
任用職員

鈴 木 み ど り 総務補助 □□□ □年□月

2
会計年度
任用職員

増 田 明 美 指導補助 □□□ □年□月

3
会計年度
任用職員

杉 本 泰 司 指導補助 □□□ □年□月

4
会計年度
任用職員

冨 永 秀 幸 指導補助
(海洋指導)

□□□ □年□月

5
会計年度
任用職員

小 池 進 指導補助
(海洋指導)

□□□ □年□月

6
会計年度
任用職員

田 代 金 一 指導補助
(海洋指導)

□□□ □年□月

7
会計年度
任用職員

近 藤 洋 治 指導補助
(海洋指導)

□□□ □年□月

8
会計年度
任用職員

池 谷 秀 男 指導補助
(海洋指導)

□□□ □年□月

9
会計年度
任用職員

櫻 井 孝 通 指導補助
(海洋指導)

□□□ □年□月

10
会計年度
任用職員

有 田 義 雄 指導補助
(海洋指導)

□□□ □年□月

11
会計年度
任用職員

今 江 一 雄 指導補助
(海洋指導)

□□□ □年□月

12
会計年度
任用職員

橋 本 文 夫 指導補助
(海洋指導)

□□□ □年□月

13
会計年度
任用職員

中 野 徹 也 指導補助
(海洋指導)

□□□ □年□月

14
会計年度
任用職員

小 川 邦 夫 指導補助
(海洋指導)

□□□ □年□月

15
会計年度
任用職員

金 丸 富 秋 指導補助
(海洋指導)

□□□ □年□月

16
会計年度
任用職員

八 木 兼 光 指導補助
(海洋指導)

□□□ □年□月

17
会計年度
任用職員

杉 澤 和 浩 指導補助
(海洋指導)

□□□ □年□月

18
会計年度
任用職員

清 水 悟 指導補助
(海洋指導)

□□□ □年□月

19
会計年度
任用職員

岡 村 一 明 指導補助
(海洋指導)

□□□ □年□月

20
会計年度
任用職員

村 松 守 指導補助
(海洋指導)

□□□ □年□月
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                職　　員　　の　　年　　齢　　調

(令和７年４月1日現在)

年　　　　齢 人　　　員 摘　　　　要

　　20歳未満 0人

20歳以上30歳未満 0人

30歳以上40歳未満 3人

40歳以上50歳未満 3人

50歳以上56歳未満 1人

56歳以上61歳未満 1人

　　61歳以上 0人

計 8人 平　均　年　齢　　42歳２月
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健康管理

１ 令和６年度受診状況

２ 令和６年度在籍者の健康管理区分結果

区 分 内 容
(1) 未受診の理由

受 診 状 況
受診者数 ８人

職 員 数 ８人

受 診 率 100％

県平均受診率 100％

健 康 管 理 区 分 人 数
(1) 管理区分Ａ～Ｃ２該当者

に対する措置状況

(2) 未区分の理由

ア 産休・育休 ０人

イ 新 規 採 用 ０人

ウ 自己都合による未受診 ０人

エ そ の 他

（ ） ０人

Ａ 休養のため必要な期間、勤務を休止させる。 人

Ｂ１
勤務時間を短縮し、時間外、休

日、宿日直勤務及び長期又は遠方

への出張をさける。また、必要に

応じ勤務場所、勤務内容の変更を

行う。

要 治 療 人

Ｂ２ 要経過観察 人

Ｃ１
勤務をほぼ平常に行ってよいが症状

によっては、時間外、休日、宿日

直勤務及び長期又は遠方への出張

等勤務に制限を加える必要があ

る。

要 治 療 人

Ｃ２ 要経過観察 人

Ｄ１

平常の勤務でよい。

要 治 療 １(１)人

Ｄ２ 要経過観察 ３(３)人

Ｄ３ 医 療 不 要 ４(４)人

区 分 者 計 ８(８)人

未区分者数 ０人

合 計 ８(８)人
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